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１　研究の意図

２　研究の内容

  安全教育において効果的に危険予測学習（ＫＹＴ）を活用すれば、生徒の危険予測・回避能力を
より向上させ、自ら危険に気付き、考え、安全に行動する力を育むことにつながる

（４）研究仮説

(1) 研究のまとめ
　　「教材の工夫」、「継続的・段階的な学習」及び「実践上の工夫」を加えた危険予測学習（ＫＹＴ）
　は、自ら危険に気付き、考え、安全に行動する力を育み、子どもの危機意識の向上につながる安全教育
　の実施を可能にした。
(2) 今後の課題
　　今後は、危険予測学習(ＫＹＴ)による行動の変容を探る手段を考案するとともに、内容の改善を行い、
　発達段階に応じて活用できるものの開発に取り組みたい。

　３　まとめと今後の課題
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○発問・学習形態の工夫・改善

防犯を含む生活安全・交通安
全・災害安全で活用できる

安全教育の質の転換

継続的・段階的な学習
指導計画の作成・教材の配置

教材の工夫
指導案・ワークシートの工夫・改善

○短時間の学習を６回、まと
　めの授業を１回
○危険を予測しやすい教材か
　ら予測しにくい教材へ

　　　　　作成の視点
○生徒の興味・関心がわくもの
○生徒が主体的に取り組めるも
  の
○生徒の既存の知識に揺さぶり
  を掛けるもの

（１）社会的背景　（２）生徒の実態　（３）危険予測学習について

危険予測・回避能力の育成


